














松 倉 文 礼
ス ピ ングラ スの交流砥化率 x.｡(f)はあ る温 度で甘(f)で槌 夫 を持 ち､ そのT,(I)付
近 よ り低淵で測定 周波数 Eに依存 す る. この こ とは スピン系の 扱 軸時間 Tに関係 す
る｡ 現在 ではT.(∫)のf依存は既存のモデルの中では 2次相転移 を示唆 す る pover
law(forfiniteT.)
T = TAlT甘(i)/(Tg(∫)-T')7zv (T =1/f) -･(1)
に点 も良 く従 うこ とが 知 られ てい る｡ しか しス ピングラ スの凍結 浪度 においては
2次相転 移 において特 掛的な比熱 の発 散が 見 られず､ 蹴料 巾の金 スピンの協力現
象 と しての相転移 if･あ るか ど うか はは っ きりしない｡ 一 方 ス ピングラ スの機 軸時
問 には分布が あることが simulationと実験 で桝洞 されてい る｡ 本 研究の目的 は
(1)式 の よ うな臨界的桐舞い を示すの は この分布 にお けるどの 鮮分であ るか を知 る
ことで あ る｡ その ため には一分布関数の性質 を調べ る必安が あ る｡
測 定 にはFe,TiS之(x=0.'05)を用い た｡ x=0.05の紙料 を用 い た理由はその
Tg(f)のf依存が (1)式に従 うこ とが確托 され たか らで あ る. 解 析にお いて偶 々の ス
ピンの紹和 はデパ イ相 和 に従 うとい う仮定 を しそれ に分布 を持 たせ た修正デバ イ
相 和を用いた｡ 分神関数 は以 前か ら解 析 に用い られ てい た山形の (図 1.al
ge(lnT)=1/27r(sina7r/Icoshl(1-α)lnT/r.,卜cosα7rI) -･(2)
と本解析 で尊 入 した矩 形の (図 1.b)
gr(lnT)=I/(lnr2-1nTl) (TIくT くT之)
=0 (TくT l､ r 〉T之) -･(3)
をm い た. (2)式の TCは分布 の小心､ αは分布 の幅 を表す｡ (3)式の Tl､ T2はそ
れぞれ分布の下端､ 上端 を表す｡ 分布 関数 を落 人 したデバ イ相和 の弧化率は
x((t･):x(o)に g(lnT)/(I+ih,T)d(lnr) (h･:21rf) -･(4)
であ る｡ それ ぞれの分布 関数 に対する(4)式の槌 化率 を葉部 と虚飾 に分 けT,(∫)付
近の測定結 果 に最 小 自乗 漣 に よるfittingを行 った｡ fittingpam deterは(2)式で
は αと Tcで､ (3)式では TEであ る｡ Tlは交換Jf]互 作用か ら10~l乏(see)と見積 っ
た｡ x(0)は高 渦の磁 化率 をCurie-Weiss別 に合 わせ解 f庁渦度 まで 延長 す るこ とに
よって決 め た｡ fittingparameterに よる磁 化率の再現性 は(2)式 (図 2 )､ (3)式
(図 3)に対 してiJH=良 い｡ (2)式 を用い たfittingの結 果はT｡(f)付近 で渦度の上
昇 と邦 に分布 の嶋 が狭 くな ることを示 す｡ しか しTcの渦 度変 化は(1)式で説明が
つかな い｡ (3)式をmい たfittingによ る Tとの渦 度変 化は図 4で あ る｡ この図 か ら
(1)式 に良 く従 うこ とが 分か る くれ 丁 2､ 実緑 (1)式 ).
これ らの分 布関 数 を費熊粥留馳 化(TRH)
HHtM ∝ ～ exp(-t/T)g(lnT)d(lnT) -･(5)
に適用した｡ それ ぞれの 分布 関数 小のparaneterは x " へ のfitHngか ら求め たも
の を用い た｡ (2)式､ (3)式 に対す る結 果は それぞれ図 5､ 6であ る｡ これ らの図
か ら(3)式の 方がTRHを良 く説明す る事が分 か る｡
以上 の ことか らスピングラ スの相和 時問 の分布関 数は分布 の上 嶋部分 で収束件
が良 い もの を とるのではな いか と考 え られ る｡ そ して少な くともその分布の上端
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